


改訂にあたって

⿠今回の改訂では大幅に症例数を増やしました．問題として提示した症例はこれまで通り 100 例です

が，これに類似する症例，関連する症例など問題にとりあげた症例の周辺疾患や重要事項を「おさ

えておきたい関連事項」という項目の中に盛り込んでいます．したがって，1つの問題を勉強して

いただくと，数症例の勉強ができるしくみになっております．あくまで試験対策を主眼にして執筆

しておりますが，実臨床に少しでもお役に立てるような内容を含めております．

⿠内科領域ごとにまとまっていた方が勉強しやすいと思われる方は，巻末の「各問題で扱った疾患・

用語一覧」に領域分類を掲載しておりますので，それを参考にしてください．

⿠薬剤については，実際の試験では一般名のみ記載されていると思いますが，商品名を併記した方が

読者の皆さんの臨床経験などもふりかえっていただき実感がわくと思ったことと，「試験のあとも

残しておきたい」と少しでも思っていただけるかと思い，初版と同じく商品名を併記しております．

ただし諸事情により，販売中止に至るものもあるためご注意ください．また，商品名が一般名と一

致するものは一般名のみ記載しています．

⿠いきなり解説に入るよりも，背景の知識を持っていただいたうえで解説を読んでいただいた方がよ

いと思われるものについては，「解説の前に」という項目を設けて説明を加えました．

⿠内科学会から公表された2016年，2018年の2年分の総合内科専門医試験，認定内科医試験の内容と，

その他の年度については，受験された多くの先生方からの情報をもとにして，出題された問題を想

像しながら，総合内科専門医試験（2019 年，コロナ禍の中止時期を経て 2022 年，2023 年，2024

年分）と新内科専門医試験（2023 年分）について出題内容を検討しました．公表されていない年

の内容については本当にそれが出題されていたのか，はっきりわからないものもありますので，あ

くまでおおまかな傾向をつかむ程度にしておいてください．さまざまな情報を多くの先生方からい

ただきました．ここに感謝申し上げます．

⿠刊行後，読者の皆さまにお届けしたい更新情報がある場合は，こちらのサイトで紹介

します（ ）．ぜひアクセスしてみてく

ださい．

それでは，読者の皆さんの合格をお祈りいたします．

2025 年 1 月

中 島 智 樹
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